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は
じ
め
に

①
娘
子
を
と
め

ら
が
〈
未
通
女
等
之
〉
袖そ
で

布ふ

留る

山や
ま

の
瑞
垣
み
づ
か
き

の
久ひ
さ

し
き
時と
き

ゆ
思お
も

ひ
き
我
は

〈
憶
寸
吾
者
〉（
万
四
・
五
〇
一
）

②
娘
子
ら
を
〈
処
女
等
乎
〉
袖
布
留
山
の
瑞
垣
の
久
し
き
時
ゆ
思
ひ
け
り
我
は

〈
念
来
吾
等
者
〉（
万
一
一
・
二
四
一
五
）

①
は
柿
本
人
麻
呂
の
、
②
は
人
麻
呂
歌
集
か
ら
の
万
葉
歌
で
、
二
首
は
類
歌
の
関

係
に
あ
る
。
違
い
と
し
て
、
ま
ず
明
ら
か
な
の
は
初
句
の
①
ヲ
ト
メ
ラ
ガ
と
ヲ
ト
メ

ラ
ヲ
、
そ
れ
か
ら
結
句
の
①
オ
モ
ヒ
キ
と
②
オ
モ
ヒ
ケ
リ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

だ
け
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
結
句
に
あ
る
「
我
」
の
訓
じ
方
が
、『
万
葉

集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
新
旧
の
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩

波
書
店
）
と
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
か
ら
、
異
同
を
示
そ
う
。

旧
大
系
本→

①
ワ
レ
・
②
ワ
レ

新
大
系
本→

①
ワ
レ
・
②
ア
レ

旧
全
集
本→

①
ワ
レ
・
②
ア
レ

新
全
集
本→

①
ア
レ
・
②
ア
レ

こ
れ
を
見
る
と
旧
全
集
と
新
大
系
は
同
じ
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
各
テ
キ
ス
ト
の
頭
注
や
脚
注
を
見
て
も
、
な
ぜ
ワ
レ
・
ア
レ
と
訓
ん
で
い

る
の
か
、
そ
の
理
由
は
特
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
な
に
ゆ
え
①
と
②
で
ワ
レ
と
ア
レ
の
訓
み
が
揺
れ
る
の
か
、
そ
の
こ

と
を
め
ぐ
り
、
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。

一
　
①
〈
憶
寸
吾
者
〉
は
ワ
レ
か
ア
レ
か

①
の
結
句
〈
憶
寸
吾
者
〉
を
オ
モ
ヒ
キ
ワ
レ
ハ
と
、〈
吾
〉
字
を
ワ
レ
と
訓
む
テ

キ
ス
ト
は
、
い
っ
た
い
何
を
根
拠
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

短
歌
第
五
句
の
句
中
に
単
独
母
音
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
圧
倒
的
多
数
が
八
音
の

字
余
り
に
な
る
こ
と
が
、
木
下
正
俊
「
準
不
足
音
句
考
」（『
万
葉
』
二
六
号
、
一
九

五
八
年
）
な
ど
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
判
明
し
た
か
ら
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
仮
に
、

こ
こ
を
オ
モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
と
訓
む
と
、
句
中
に
単
独
母
音
の
ア
が
あ
る
の
に
七
音
句

一

『
万
葉
集
』
五
〇
一
番
と
二
四
一
五
番
の
比
較

間
　
　
宮
　
　
厚
　
　
司
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で
字
余
り
に
な
ら
ず
、
例
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。

い
ま
確
認
の
意
味
で
、
ワ
レ
と
ア
レ
を
句
中
に
含
む
短
歌
第
五
句
の
仮
名
書
き
の

全
用
例
を
列
挙
し
て
み
よ
う
（
ワ
レ
と
ア
レ
の
箇
所
は
原
文
表
記
に
し
、
傍
線
を
付

す
）。〈

句
中
に
あ
る
第
五
句
ワ
レ
の
仮
名
書
き
全
例
〉

◇
旅た
び

行ゆ

く
和
礼
を
（
万
七
・
一
二
三
四
⑤
）

◇
廬い
ほ

り
せ
む
和
礼
（
万
一
五
・
三
五
九
三
⑤
）

◇
船ふ
な

出で

す
和
礼
は
（
万
一
五
・
三
五
九
九
⑤
）

◇
廬い
ほ

り
す
和
礼
は
（
万
一
五
・
三
六
〇
六
⑤
）

◇
旅た
び

行ゆ

く
和
礼
を
（
万
一
五
・
三
六
〇
七
⑤
）

◇
旅た
び

行ゆ

く
和
礼
を
（
万
一
五
・
三
六
三
六
⑤
）

◇
い
か
に
和
礼
せ
む
（
万
一
八
・
四
〇
四
六
⑤
）

◇
出い

で
立た

つ
和
例
は
（
万
二
〇
・
四
三
七
三
⑤
）

◆
さ
し
て
行い

く
和
例
は
（
万
二
〇
・
四
三
七
四
⑤
）

〈
句
中
に
あ
る
第
五
句
ア
レ
の
仮
名
書
き
全
例
〉

○
児こ

ろ
安
礼
紐ひ
も

解と

く
（
万
一
四
・
三
三
六
一
⑤
）

●
い
で
安
礼
は
行い

か
な
（
万
一
四
・
三
四
九
六
⑤
）

右
の
短
歌
第
五
句
の
句
中
に
あ
る
ワ
レ
の
例
を
見
る
と
、
単
独
母
音
を
含
ま
な
い

七
音
句
（
◇
印
八
例
）
か
、
単
独
母
音
を
含
む
八
音
句
（
◆
印
一
例
）
に
限
ら
れ
る
。

一
方
、
ア
レ
の
ほ
う
を
見
る
と
、
八
音
句
（
○
印
一
例
）
で
あ
る
が
、
単
独
母
音

を
含
む
形
で
字
余
り
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
問
題
な
い
。
し
か
し
、
●
印
の
「
い

で
安
礼
は
行
か
な
」（
万
一
四
・
三
四
九
六
⑤
）
は
八
音
句
に
単
独
母
音
の
ア
と
イ

の
二
つ
を
含
む
か
ら
、
八
引
く
二
で
、
こ
れ
は
実
質
六
音
分
に
相
当
す
る
た
め
、
短

歌
第
五
句
の
字
余
り
の
あ
り
方
と
し
て
は
例
外
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
◆
印
の

「
さ
し
て
行い

く
和
例
は
」（
万
二
〇
・
四
三
七
四
⑤
）
の
よ
う
に
、
●
印
の
ア
レ
が
ワ

レ
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
例
外
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
●
の
例
は
東
歌
で
あ

る
。こ

こ
で
は
ワ
レ
・
ア
レ
と
字
余
り
の
関
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
が
、
ワ
ガ
・

ア
ガ
の
場
合
に
も
字
余
り
の
あ
り
方
か
ら
例
外
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
東

歌
に
限
っ
て
見
出
さ
れ
る
。

あ
ど
か
安
我
せ
む
（
万
一
四
・
三
四
〇
四
⑤
）

歩あ
ゆ

め
安
我
駒こ
ま

（
万
一
四
・
三
四
四
一
⑤
）

右
の
二
例
は
短
歌
第
五
句
の
句
中
に
ア
（
我
）
を
含
ん
だ
非
字
余
り
（
七
音
句
）

の
例
で
、
本
来
な
ら
ば
ワ
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
な
の
に
ア
と
な
っ
て
い
る
確
実
な
例

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
二
例
も
東
歌
だ
か
ら
（
中
央
の
言
語
と
異
な
り
）
例
外

的
に
そ
う
な
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。

な
お
、
こ
れ
が
短
歌
の
奇
数
句
（
第
一
句
・
第
三
句
・
第
五
句
）
で
な
く
、
偶
数

句
（
第
二
句
・
第
四
句
）
の
場
合
は
、
句
中
に
ア
レ
（
我
）
を
含
ん
だ
七
音
句
の
例

が
見
ら
れ
る
。

恋こ

ふ
る
に
安
礼
は
（
万
一
五
・
三
七
四
四
②
）

旅た
び

行ゆ

く
安
礼
は
（
万
二
〇
・
四
三
二
七
④
）

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

二

い
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①
の
〈
憶
寸
吾
者
〉
は
柿
本
人
麻
呂
の
短
歌
第
五
句
で
、
東
歌
で
は
な
い
。
よ
っ

て
、
字
余
り
の
観
点
（
万
葉
短
歌
の
奇
数
句
は
句
中
に
単
独
母
音
が
入
る
と
、
ほ
と

ん
ど
が
字
余
り
句
に
な
る
と
い
う
原
則
）
か
ら
は
、
あ
え
て
そ
れ
に
反
し
た
オ
モ
ヒ

キ
ア
レ
ハ
と
い
う
訓
み
方
を
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
ず
、
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
形

の
オ
モ
ヒ
キ
ワ
レ
ハ
の
訓
み
の
ほ
う
が
穏
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
す
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
な
ぜ
新
全
集
は
①
〈
憶
寸
吾
者
〉
を
オ
モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
と
訓
ん
だ

の
で
あ
ろ
う
か
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
新
全
集
は
②
の
〈
念
来
吾
等
者
〉
を
オ

モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
と
訓
む
が
、
類
歌
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
に
合
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
動
詞
オ
モ
フ
（
思
）
は
ワ
レ
よ
り
も
ア
レ
の
ほ
う
と
呼
応
す
る
傾
向
に

あ
る
点
を
考
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

我
妻
多
賀
子
「
第
一
人
称
の
代
名
詞
ワ
レ
と
ワ
」（『
星
美
学
園
短
期
大
学
研
究
論

叢
三
三
』
二
〇
〇
一
年
）
は
、「
三
、
ワ
レ
の
用
法
」
に
お
い
て
、『
万
葉
集
』
に
お

け
る
仮
名
書
き
の
ワ
レ
五
八
例
と
ア
レ
四
八
例
を
比
較
し
、次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

ワ
レ
と
併
用
さ
れ
る
動
詞
を
見
る
と
、「
行
く
」「
寄
す
」「
漕
ぐ
」「
送
る
」

「
来
る
」「
出
で
立
つ
」
な
ど
動
き
の
明
ら
か
な
も
の
が
多
い
。
反
対
に
、
ア

レ
の
場
合
は
「
思
ふ
」「
恋
ふ
」「
待
つ
」
な
ど
静
的
な
動
詞
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

ま
た
、
小
柳
智
一
「
複
数
と
例
示

―
接
尾
語
ラ
追
考

―
」（
国
語
語
彙
史
研

究
会
・
第
八
三
回
・
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日

於
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
）
は
、
ワ

系
・
ア
系
と
共
起
す
る
用
言
に
つ
い
て
分
布
の
偏
り
を
調
査
し
た
結
果
、
動
詞
オ
モ

フ
（
思
）
は
ア
系
が
二
〇
例
で
あ
る
の
に
対
し
、
ワ
系
は
九
例
で
、
両
系
併
用
で
あ

る
と
報
告
す
る
。
動
詞
オ
モ
フ
（
思
）
と
の
結
び
付
き
は
、
ワ
（
我
）
よ
り
も
ア

（
我
）
の
ほ
う
が
確
か
に
強
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
①

〈
憶
寸
吾
者
〉
は
オ
モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
と
訓
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
オ
モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
と
同
じ
く
、
短
歌
の
第
五
句
に
単
独
母
音
を
含
み
な
が
ら

も
字
余
り
に
な
っ
て
い
な
い
句
に
つ
い
て
は
、
山
口
佳
紀
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る

短
歌
の
訓
法
と
字
余
り
―
短
歌
一
・
三
・
五
句
の
場
合
―
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館

紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
、
例
外
と
し
て
次
の
よ
う
に
一
六
例
を
一
覧
し

て
い
る
。

※
安
見
児
衣
多
利
（
万
葉
二
・
九
五
⑤
）
や
す
み
こ
え
た
り

※
真
浦
悲
毛
（
万
葉
二
・
一
八
九
⑤
）
ま
う
ら
が
な
し
も

※
吾
毛
将
思
（
万
葉
四
・
五
八
七
⑤
）
あ
れ
も
お
も
は
む

※
入
将
座
（
万
葉
四
・
七
五
九
⑤
）
い
れ
い
ま
せ
て
む

※
当
不
相
将
有
（
万
葉
六
・
九
五
三
⑤
）
は
た
あ
は
ざ
ら
む

※
鞆
之
浦
廻
乎
（
万
葉
七
・
一
一
八
三
⑤
）
と
も
の
う
ら
み
を

※
麻
気
者
失
留
（
万
葉
七
・
一
四
一
六
⑤
）
ま
け
ば
う
せ
ぬ
る

※
言
尓
有
鴨
（
万
葉
一
二
・
二
九
一
五
⑤
）
こ
と
に
あ
る
か
も

※
安
杼
加
安
我
世
牟
（
万
葉
一
四
・
三
四
〇
四
⑤
）
あ
ど
か
あ
が
せ
む

※
安
由
売
安
我
古
麻
（
万
葉
一
四
・
三
四
四
一
⑤
）
あ
ゆ
め
あ
が
こ
ま

※
汝
波
安
杼
可
毛
布
（
万
葉
一
四
・
三
四
九
四
⑤
）
な
は
あ
ど
か
も
ふ

※
伊
弖
安
礼
波
伊
可
奈
（
万
葉
一
四
・
三
四
九
六
⑤
）
い
で
あ
れ
は
い
か
な

※
安
可
思
都
流
宇
乎
（
万
葉
一
五
・
三
六
五
三
⑤
）
あ
か
し
つ
る
う
を

『
万
葉
集
』
五
〇
一
番
と
二
四
一
五
番
の
比
較

三
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※
多
婢
尓
師
安
礼
婆
（
万
葉
一
五
・
三
六
七
七
⑤
）
た
び
に
し
あ
れ
ば

※
水
葱

物
（
万
葉
一
六
・
三
八
二
九
⑤
）
な
ぎ
の
あ
つ
も
の

※
由
米
情
在
（
万
葉
一
九
・
四
一
七
九
⑤
）
ゆ
め
こ
こ
ろ
あ
れ

こ
の
よ
う
に
、
短
歌
第
五
句
の
句
中
に
単
独
母
音
が
あ
っ
て
、
字
余
り
に
な
っ
て

い
な
い
例
は
、
巻
一
四
の
東
歌
以
外
に
も
あ
る
の
で
、
オ
モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
の
訓
が
字

余
り
の
点
か
ら
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ワ
レ
・
ア
レ
と
オ
モ
フ
の
呼
応
の
比
率
の
ほ
う
は
、
あ
る
程
度

の
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
程
度
に
留
ま
る
。
実
際
、
字
余
り
と
は
関
係
し
な
い
句

頭
に
位
置
す
る
ワ
レ
と
ア
レ
が
、
同
一
表
現
内
に
出
現
し
た
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ

る
以
上
、
オ
モ
ヒ
キ
ア
レ
ハ
を
強
く
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

和
礼
を
し
思お
も

は
ば
（
万
一
八
・
四
〇
五
五
）
―
阿
例
を
し
思も

は
ば
（
万
二

〇
・
四
四
二
六
）

和
礼
は
斎い
は

は
む
（
万
二
〇
・
四
三
九
八
）
―
阿
例
は
斎い
は

は
む
（
万
二
〇
・
四

三
五
〇
、
四
三
七
二
）

和
礼
恋こ

ひ
め
や
も
（
万
五
・
八
五
八
）
―
安
礼
恋こ

ひ
め
や
も
（
万
一
四
・
三

五
〇
八
）

和
礼
を
除お

き
て
（
万
一
八
・
四
〇
九
四
）
―
安
礼
を
除お

き
て
（
万
五
・
八
九

二
）

結
局
、
短
歌
第
五
句
に
単
独
母
音
を
含
む
と
字
余
り
に
な
る
と
い
う
原
則
は
、
ワ

レ
・
ア
レ
と
動
詞
オ
モ
フ
な
ど
と
の
呼
応
関
係
よ
り
も
、
相
当
に
強
固
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
①
〈
憶
寸
吾
者
〉
は
オ
モ
ヒ
キ
ワ
レ
ハ
と
訓
ん
で
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ

う
。

二
　
②
〈
念
来
吾
等
者
〉
は
ワ
レ
か
ア
レ
か

そ
れ
で
は
、
②
の
〈
念
来
吾
等
者
〉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
お
う
ふ
う
本
『
万
葉

集
』
は
、
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
と
訓
じ
、
頭
注
に
掲
げ
ら
れ
た
異
訓
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ア

レ
ハ
は
、
塙
書
房
本
『
万
葉
集
』
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
新
全
集
本
や
新

大
系
本
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ア
レ
ハ
で
訓
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
な

っ
た
理
由
は
、
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
と
訓
む
と
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
字

余
り
句
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
不
適
切
な
訓
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
に
相
違

な
い
。

実
際
、
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』（
中
央
公
論
社
）
は
、
二
四
一
五
番
歌
の

【
訓
釈
】
で
、「
諸
注
に
ワ
レ
ハ
と
訓
ん
で
ゐ
る
の
に
よ
る
と
字
余
例
外
の
八
音
に
な

る
の
で
、
ア
レ
ハ
と
訓
む
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
解
説
す
る
。
よ
っ
て
、
字
余
り
の
観

点
か
ら
は
、
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ア
レ
ハ
と
単
独
母
音
ア
を
含
む
形
で
訓
む
の
が
よ
い
。
そ

う
し
た
中
で
、
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』（
集
英
社
）
は
、
次
の
理
由
か
ら
、
単
独

母
音
を
含
ま
な
い
字
余
り
句
の
例
外
と
な
る
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
の
訓
の
ほ
う
を
支

持
す
る
。

字
余
り
に
な
る
の
で
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ア
レ
ハ
の
訓
も
あ
る
。
原
文
「
吾
等
」
を

尊
重
し
て
、
あ
え
て
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
と
訓
む
。
ワ
行
音
を
含
む
句
に
は

こ
う
い
う
場
合
が
多
い
よ
う
で
、
ワ
行
音
は
字
余
り
句
に
つ
い
て
検
討
を
要
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す
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
我
れ
」
の
原
文
「
吾
等
」
に
つ
い
て

は
、
９
一
七
〇
五
な
ど
参
照
。

第
一
の
問
題
は
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
字
余
り
句
、
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ

ハ
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
山
口
佳
紀
「『
万
葉
集
』

に
お
け
る
﹇
非
単
独
母
音
性
の
字
余
り
句
﹈
に
つ
い
て
」（『
万
葉
』
一
八
六
号
、
二

〇
〇
四
年
）
が
、
従
来
の
説
を
検
討
し
た
結
果
、
単
に
ワ
が
句
中
に
あ
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
く
、〈
ウ
列
音
＋
ワ
行
音
〉
の
場
合
に
字
余
り
を
起
こ
す
事
実
を
指
摘
し
て

い
る
。
例
を
示
そ
う
。

ユ
キ
フ
レ
シ
マ
ツ
ヲ
〈
往
触
之
松
矣
〉（
万
一
三
・
三
三
二
四
）

フ
カ
ソ
メ
ノ
キ
ヌ
ヲ
〈
深
染
乃
衣
乎
〉（
万
一
一
・
二
八
二
八
）

ア
レ
ハ
コ
ヒ
オ
モ
フ
ヲ
〈
吾
孤
悲
念
乎
〉（
万
二
・
一
〇
二
）

ア
レ
ハ
コ
ヒ
ナ
ム
ヲ
〈
吾
恋
南
雄
〉（
万
一
一
・
二
七
六
七
）

こ
の
よ
う
に
ウ
列
音
（
ツ
・
ヌ
・
フ
・
ム
）
の
直
後
に
ワ
行
音
（
ヲ
）
が
あ
る
時

は
、﹇u

﹈
と
﹇w

﹈
の
調
音
点
が
近
い
た
め
、
音
節
の
縮
約
を
招
き
、
例
え
ば
マ
ツ

ヲ
﹇m

atuw
o

﹈
が
﹇m

atw
o

﹈
の
よ
う
に
発
音
さ
れ
て
い
た
で
の
で
あ
ろ
う
と
説

く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
は
〈
イ
列
音
＋
ワ
行
音
〉
で
〈
ウ
列

音
＋
ワ
行
音
〉
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
字
余
り
を
起
こ
す
条
件
を
満
た

し
て
お
ら
ず
、
採
用
し
が
た
い
。

第
二
の
問
題
は
、
伊
藤
博
『
万
葉
集
釈
注
』
が
②
の
〈
吾
等
〉
表
記
を
尊
重
し
て
、

オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
と
訓
じ
る
点
で
あ
る
。
な
ぜ
〈
吾
等
〉
表
記
を
尊
重
す
る
と
ワ

レ
に
な
る
の
か
、
引
用
文
の
最
後
に
「
９
一
七
〇
五
な
ど
参
照
」
と
あ
る
の
で
、
一

七
〇
五
番
歌
「
冬
ご
も
り
春
へ
を
恋こ

ひ
て
植
ゑ
し
木
の
実み

に
な
る
時
を
片か
た

待ま

つ
吾
等

ぞ
」
に
お
け
る
『
万
葉
集
釈
注
』
の
解
説
を
示
そ
う
。

「
我
れ
」
は
、
原
文
「
吾
等
」
に
拠
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
意
で
用
い
た
も
の
と
見

え
る
。
人
麻
呂
が
一
座
の
人
び
と
を
代
表
し
て
う
た
っ
た
意
図
を
示
そ
う
と

し
た
表
記
と
い
う
（
窪
田
『
評
釈
』
・
村
田
正
博
「
人
麻
呂
の
作
歌
精
神
―

『
吾
等
』
の
用
字
を
め
ぐ
っ
て
―
」
万
葉
第
九
十
号
）。

〈
吾
等
〉
表
記
は
万
葉
歌
に
計
一
五
例
見
ら
れ
る
の
で
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る

②
を
除
く
、
一
四
例
を
列
挙
し
よ
う
。

〈
ワ
ガ
か
ア
ガ
か
を
表
記
し
た
例
〉

Ａ
朝
日
照
る
佐
田
さ

だ

の
岡を
か

辺へ

に
群む

れ
居ゐ

つ
つ
吾
等
泣
く
涙
な
み
た

止や

む
時
も
な
し
（
万

二
・
一
七
七
）

Ｂ

古
い
に
し
へ

に
あ
り
け
む
人
も
吾
等
ご
と
か
三
輪
み

わ

の
檜ひ

原ば
ら

に
か
ざ
し
折
り
け
む
（
万

七
・
一
一
一
八
）

Ｃ
吾
等
恋
ふ
る
丹に

の
ほ
の
面お
も

わ
今こ

夜よ
ひ

も
か
天あ
ま

の
河
原
か
は
ら

に
石
枕

い
し
ま
く
ら

ま
く
（
万
一
〇
・

二
〇
〇
三
）

Ｄ
吾
等
待
ち
し
秋
萩
あ
き
は
ぎ

咲
き
ぬ
今
だ
に
も
に
ほ
ひ
に
行
か
な
彼
方
人

を
ち
か
た
ひ
と

に
（
万
一

〇
・
二
〇
一
四
）

Ｅ
鳴
く
鶏
は
い
や
し
き
鳴
け
ど
降
る
雪
の
千
重
ち

へ

に
積つ

め
こ
そ
吾
等
立
ち
か
ね
て

（
万
一
九
・
四
二
三
四
）

『
万
葉
集
』
五
〇
一
番
と
二
四
一
五
番
の
比
較

五
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〈
ワ
レ
か
ア
レ
か
を
表
記
し
た
例
〉

Ｆ
一
本
に
云い

は
く
、「
処を
と

女め

を
過
ぎ
て
夏
草
の
野の

島し
ま

が
崎
に
廬い
ほ

り
す
吾
等
は
」（
万

三
・
二
五
〇
・
一
云
）

Ｇ
木ゆ

綿ふ

畳
た
た
み

手た

向む
け

の
山
を
今
日
け

ふ

越
え
て
い
づ
れ
の
野
辺
の

へ

に
廬い
ほ

り
せ
む
吾
等
（
万

六
・
一
〇
一
七
）

Ｈ
巻
向
ま
き
む
く

の
山や
ま

辺へ

と
よ
み
て
行ゆ

く
水み
づ

の
水
沫
み
な
わ

の
ご
と
し
世よ

の
人ひ
と

吾
等
は
（
万
七
・

一
二
六
九
）

Ｉ
家
人
い
へ
び
と

の
使
ひ
に
あ
ら
し
春
雨
は
る
さ
め

の
避よ

く
れ
ど
吾
等
を
濡ぬ

ら
さ
く
思
へ
ば
（
万

九
・
一
六
九
七
）

Ｊ
冬
ご
も
り
春
へ
を
恋こ

ひ
て
植
ゑ
し
木
の
実み

に
な
る
時
を
片か
た

待ま

つ
吾
等
ぞ
（
万

九
・
一
七
〇
五
）

Ｋ
大
空
お
ほ
ぞ
ら

ゆ
通か
よ

ふ
吾
等
す
ら
汝な

が
故ゆ
ゑ

に
天あ
ま

の
川か
は

道ぢ

を
な
づ
み
て
ぞ
来こ

し
（
万
一

〇
・
二
〇
〇
一
）

Ｌ
人
皆
ひ
と
み
な

は
萩
を
秋
と
言
ふ
よ
し
吾
等
は
尾
花
が
末う
れ

を
秋
と
は
言
は
む
（
万
一

〇
・
二
一
一
〇
）

Ｍ
紅
の
衣
に
ほ
は
し
辟さ
き

田た

川が
は

絶
ゆ
る
こ
と
な
く
吾
等
か
へ
り
見
む
（
万
一
九
・

四
一
五
七
）

Ｎ
鵜
川
立
ち
取
ら
さ
む
鮎あ
ゆ

の
し
が
鰭は
た

は
吾
等
に
か
き
向
け
思
ひ
し
思
は
ば
（
万

一
九
・
四
一
九
一
）

ま
ず
、
Ａ
〈
吾
等
〉
は
〈
和
何
那
久
那
美
多
〉（
万
一
五
・
三
六
〇
六
）
の
仮
名

書
き
例
か
ら
ワ
ガ
、
Ｂ
の
〈
吾
等
〉
は
〈
安
我
其
等
久
〉（
万
一
五
・
三
七
五
〇
）

か
ら
ア
ガ
、
Ｃ
の
〈
吾
等
〉
は
〈
安
我
古
布
良
久
波
〉（
万
一
四
・
三
五
六
〇
）
か

ら
ア
ガ
、
Ｄ
の
〈
吾
等
〉
は
〈
安
我
麻
都
多
可
乎
〉（
万
一
七
・
四
〇
一
四
）
か
ら

ア
ガ
、
Ｅ
の
〈
吾
等
〉
は
〈
安
我
多
知
奈
気
久
〉（
万
一
五
・
三
五
八
〇
）
か
ら
ア

ガ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
類
推
し
て
訓
ま
れ
よ
う
。
す
る
と
、〈
吾
等
〉
を
ワ
ガ
と
訓
む
の

が
一
例
、
ア
ガ
と
訓
む
の
が
四
例
と
な
る
。
た
だ
し
、
万
葉
歌
に
た
ま
た
ま
一
方
の

仮
名
書
き
例
し
か
見
出
せ
な
い
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
絶
対
的
な
も
の
と
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
根
拠
の
あ
る
ほ
う
で
訓
ん
で
お
く
と
い

う
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、〈
吾
等
〉
は
ワ
ガ
よ
り
も
ア
ガ
の
ほ
う
が
優
勢
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

次
に
、
Ｆ
〜
Ｎ
の
〈
吾
等
〉
が
ワ
レ
か
ア
レ
か
を
検
討
し
よ
う
。
Ｆ
は
第
五
句
の

例
だ
か
ら
、
ア
レ
で
は
非
字
余
り
（
句
中
に
ア
を
含
ん
で
い
る
の
に
七
音
句
）
に
な

る
の
で
不
適
切
、
か
つ
〈
伊
保
里
須
和
礼
波
〉（
万
一
五
・
三
六
〇
六
）
の
例
も
あ

り
、
ワ
レ
が
適
切
。
Ｇ
は
第
五
句
だ
か
ら
、
ア
レ
は
非
字
余
り
で
不
適
切
、
か
つ
類

歌
の
〈
伊
保
里
世
武
和
礼
〉（
万
一
五
・
三
五
九
三
）
の
例
も
あ
り
、
ワ
レ
が
適
切
。

Ｈ
は
第
五
句
だ
か
ら
、
ア
レ
は
非
字
余
り
で
不
適
切
、
か
つ
〈
代
人
和
礼
毛
〉（
万

一
八
・
四
一
二
五
）
の
例
も
あ
り
、
ワ
レ
が
適
切
。
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
根
拠
な
し
。

Ｊ
は
第
五
句
だ
か
ら
、
ア
レ
は
非
字
余
り
で
不
適
切
に
な
る
か
ら
、
ワ
レ
が
適
切
。

Ｋ
に
つ
い
て
は
〈
麻
須
良
和
礼
須
良
〉（
一
七
・
三
九
六
九
）
の
例
が
あ
る
か
ら
、

ワ
レ
。
Ｌ
は
第
三
句
だ
か
ら
、
ア
レ
で
は
非
字
余
り
で
不
適
切
に
な
る
か
ら
、
ワ
レ
。

Ｍ
と
Ｎ
に
つ
い
て
は
、
共
に
根
拠
な
し
。
以
上
か
ら
、〈
吾
等
〉
を
ワ
レ
と
訓
む
の

が
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｊ
・
Ｋ
・
Ｌ
の
六
例
、
不
明
が
Ｉ
・
Ｍ
・
Ｎ
の
三
例
と
な
る
。
さ

ら
に
、
②
と
同
じ
く
、
結
句
の
句
中
に
あ
る
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｊ
の
〈
吾
等
〉
は
、
す

べ
て
が
字
余
り
の
観
点
か
ら
ワ
レ
と
訓
む
べ
き
確
例
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
②
〈
念
来
吾
等
者
〉
は
ワ
レ
か
ア
レ
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
の
で
、
右
の
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Ｆ
〜
Ｎ
の
〈
吾
等
〉
に
検
討
を
加
え
た
結
果
、
ワ
レ
で
訓
む
蓋
然
性
の
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

そ
う
す
る
と
、〈
念
来
吾
等
者
〉
を
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ア
レ
ハ
と
訓
む
の
は
字
余
り
の

点
か
ら
は
問
題
な
い
も
の
の
、
表
記
の
点
か
ら
は
〈
吾
等
〉
表
記
を
ア
レ
と
訓
ん
だ

と
断
言
で
き
る
例
が
見
出
せ
ず
、む
し
ろ
ワ
レ
の
ほ
う
が
穏
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
　
〈
吾
等
〉
表
記
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

稲
岡
耕
二
『
万
葉
集
全
注
・
巻
第
十
一
』（
有
斐
閣
）
が
、
二
四
一
五
番
歌
の

【
考
】
で
、〈
吾
等
〉
表
記
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
解
説
を
行
っ
て
い
る
の
で
引
用
し

よ
う
。…

二
歌
の
表
現
の
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
村
田
正
博
「
人
麻
呂
の
作
歌
精
神
」（
万
葉
九
十
号
）、
稲
岡
「『
吾ワ
レ

』
と

『
吾
等
ワ

レ

』」

―
共
感
の
表
現

―
」（『
人
麻
呂
の
表
現
世
界
』
平
成
三
年
七
月

刊
所
収
）
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
ワ
レ
を
「
吾
等
」
と
記
す
の
は
、

ワ
レ
ワ
レ
を
意
味
し
て
い
る
。
美
し
い
娘
子
に
対
し
親
し
み
を
こ
め
て
コ
ラ

と
言
い
、
そ
れ
を
「
子
等
こ

ら

」
と
記
す
の
と
は
異
な
る
。
つ
ま
り
、
二
四
一
五

歌
は
「
思
ひ
け
り
吾
等
ア

レ

は
」
と
男
性
の
集
団
の
共
感
の
世
界
を
表
現
す
る
の

で
あ
る
。
布
留
山
の
瑞
垣
の
よ
う
に
久
し
い
以
前
か
ら
ず
っ
と
自
分
た
ち
は

一
人
の
処
女
を
思
い
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
だ
、
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
人

麻
呂
作
歌
五
〇
一
は
、
結
句
が
「
憶
寸
吾

お
も
ひ
き
わ
れ

者は

」
で
あ
っ
て
、
一
人
の
男
性
が

高
嶺
の
花
の
如
き
或
る
女
性
に
対
し
て
、「
布
留
山
の
瑞
垣
の
よ
う
に
久
し
い

以
前
か
ら
あ
な
た
の
こ
と
が
私
の
心
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
く
な
っ
た
」
と

打
ち
明
け
る
歌
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
る
。「
憶
寸
お
も
ひ
き

」
は
「
念
お
も
ひ

来け
り

」
と
異
な

り
、
記
憶
に
深
く
と
ど
め
ら
れ
た
（
憶
の
字
義
）
事
を
表
わ
す
。
人
麻
呂
は
、

集
団
の
歌
謡
の
表
現
を
個
の
抒
情
表
現
と
し
た
の
で
あ
り
、
茂
吉
が
五
〇
一

歌
の
方
に
「
緊
張
」
を
感
じ
取
り
「
一
段
と
好
い
」
と
言
う
の
は
、
ひ
と
り

の
歌
と
集
団
の
歌
と
の
違
い
を
感
じ
取
っ
た
の
だ
と
も
言
え
る
。

右
の
よ
う
な
見
方
（「
わ
れ
わ
れ
」
の
意
識
に
連
な
る
宮
廷
歌
人
と
し
て
の
「
共

感
の
世
界
の
創
出
」
の
意
図
）
に
対
し
、『
文
字
と
古
代
日
本
５
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
）
所
収
の
鉄
野
昌
弘
「
作
歌
と
文
字
表
現

―
「
吾
等
」
を
め
ぐ
っ
て

―
」
は
、
異
説
を
提
唱
し
た
（
な
お
、
左
の
相
聞
歌
⑫
と
あ
る
の
は
本
稿
の
②
の

歌
で
あ
る
）。

万
葉
集
の
「
吾
等
」
を
、「
朧
化
法
的
表
現
」
と
し
て
理
解
す
べ
き
こ
と
は
、

す
で
に
阪
倉
の
提
起
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
ら
か
に
「
朧
化

法
」
と
み
た
方
が
解
釈
し
や
す
く
な
る
歌
が
、
前
掲
の
一
五
首
の
中
に
は
あ

る
。
ま
ず
、
人
麻
呂
歌
集
の
相
聞
歌
⑫
で
あ
る
。「
久
し
き
時
ゆ
念
ひ
け
り
」

と
い
う
叙
述
は
、
お
よ
そ
集
団
が
主
語
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で

従
来
「
吾
等
」
の
用
字
を
、
村
田
説
に
従
っ
て
、
集
団
の
歌
謡
で
あ
る
こ
と

の
反
映
と
見
て
き
た
（『
全
注
』
な
ど
）
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
七
夕
歌

同
様
、
無
理
が
あ
る
。
こ
こ
は
、「
私
の
方
は
」
の
意
と
取
る
べ
き
で
は
あ
る

ま
い
か
。「
相
手
は
気
付
か
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
分
の
方
は
、
ず

っ
と
昔
か
ら
恋
い
慕
っ
て
き
た
き
た
の
だ
」
と
歌
う
。
つ
ま
り
、「
見
渡
し
に

『
万
葉
集
』
五
〇
一
番
と
二
四
一
五
番
の
比
較

七
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妹
等
は
立
た
し
、
こ
の
方
に
吾
は
立
ち
て
」（
前
掲
三
二
九
九
歌
）
の
イ
モ
ラ

と
同
じ
く
、
相
手
と
類
を
な
し
つ
つ
、
そ
の
片
割
れ
で
あ
る
こ
と
を
、「
等
」

字
が
示
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
小
柳
智
一
「
複
数
と
例
示

―
接
尾
語
ラ
追
考

―
」（
前
出
）
は
、
ア

レ
は
単
数
専
用
で
、
ワ
レ
は
単
複
両
用
と
い
う
使
用
状
況
か
ら
見
て
、〈
吾
等
〉
が

意
味
的
に
複
数
で
あ
る
以
上
、
ア
レ
で
は
訓
み
得
な
い
と
細
説
す
る
。
そ
の
上
で
、

〈
吾
等
〉
が
「
類
」
を
表
し
、
複
数
に
も
朧
化
法
に
も
使
う
と
す
る
鉄
野
説
を
否
定

し
、
村
田
説
を
基
本
的
に
支
持
す
る
。
そ
し
て
、
万
葉
歌
に
見
ら
れ
る
〈
吾
等
〉
は

一
人
称
複
数
（
わ
れ
わ
れ
の
意
）
を
表
し
、
ワ
レ
で
訓
む
の
が
適
当
で
あ
る
と
結
論

づ
け
る
。

こ
こ
で
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
、
問
題
点
を
整
理
す
る
と
、
こ
う
な
る
。
②
〈
念

来
吾
等
者
〉
を
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ワ
レ
ハ
で
訓
む
の
は
、〈
吾
等
〉
を
ワ
レ
で
訓
む
点
は

よ
い
が
、
短
歌
第
五
句
で
あ
る
の
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
字
余
り
に
な
っ
て
し
ま

う
（
ウ
列
音
＋
ワ
行
音
で
も
な
い
）
点
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
、
オ
モ
ヒ
ケ
リ
ア

レ
ハ
の
よ
う
に
単
独
母
音
の
ア
を
句
中
に
含
む
形
で
訓
む
と
、
字
余
り
の
点
は
解
消

さ
れ
る
が
、
複
数
表
示
の
〈
吾
等
〉
表
記
を
ア
レ
（
単
数
専
用
）
で
訓
む
た
め
、
一

人
称
複
数
を
表
す
こ
と
と
抵
触
す
る
。
要
す
る
に
、
字
余
り
を
重
視
す
る
か
、
表
記

を
重
視
す
る
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
こ
う
し
た
矛

盾
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
視
点
が
欠
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

四
　
②
〈
念
来
〉
再
考

そ
れ
で
は
、
②
〈
念
来
吾
等
者
〉
は
ど
の
よ
う
に
訓
む
べ
き
か
。
結
論
か
ら
言
う

と
、
こ
こ
は
旧
訓
（
古
写
本
の
訓
）
オ
モ
ヒ
キ
ワ
レ
ハ
に
戻
す
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

こ
の
場
合
、〈
来
〉
字
を
助
動
詞
キ
で
訓
む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
す
る
と
類
歌
五

〇
一
番
の
結
句
と
同
じ
訓
に
な
る
。

①
思
ひ
き
わ
れ
は
〈
憶
寸
吾
者
〉（
万
四
・
五
〇
一
）

②
思
ひ
き
わ
れ
は
〈
念
来
吾
等
者
〉（
万
一
一
・
二
四
一
五
）

〈
寸
〉
字
と
〈
来
〉
字
は
、
ど
ち
ら
も
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
の
甲
類
の
キ
で
あ
り
、

助
動
詞
キ
も
甲
類
で
あ
る
か
ら
問
題
な
い
。
一
つ
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
は
、〈
来
〉
字

を
助
動
詞
キ
に
当
て
た
用
例
が
見
出
せ
な
い
点
で
あ
る
。
②
の
〈
念
来
〉
が
オ
モ
ヒ

ケ
リ
と
訓
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
助
動
詞
ケ
リ
に
〈
来
〉
字
を
当
て
て
用

い
た
例
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

君
に
し
あ
り
け
り
〈
君
西
在
来
〉（
万
一
一
・
二
八
〇
九
）

し
か
し
、〈
来
〉
字
に
は
訓
仮
名
と
し
て
、
地
名
の
ク
マ
キ
（
石
川
県
鹿
島
郡
中

島
町
の
中
心
部
一
帯
）
の
キ
（
甲
類
）
の
音
節
に
当
て
た
例
が
見
ら
れ
る
。

香か

島し
ま

よ
り
熊く
ま

来き

〈
熊
来
〉
を
さ
し
て
漕
ぐ
船
の
（
万
一
七
・
四
〇
二
七
）

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
助
動
詞
ゴ
ト
シ
の
連
体
形
ゴ
ト
キ
の
活
用
語
尾
キ
を

〈
寸
〉
と
〈
来
〉
の
文
字
で
表
記
し
た
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
問
題
の
〈
憶
寸
吾
者
〉

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

八

い
も
ら
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と
〈
念
来
吾
等
者
〉
の
関
係
と
部
分
的
に
等
し
い
。

咲
く
花
の
　
散
り
ぬ
る
ご
と
き
〈
散
去
如
寸
〉（
万
三
・
四
七
七
）

飛
び
翔か
け

る
　
す
が
る
の
ご
と
き
〈
為
軽
如
来
〉（
万
一
六
・
三
七
九
一
）

訓
仮
名
の
キ
を
認
め
て
、
②
〈
念
来
〉
を
従
来
の
オ
モ
ヒ
ケ
リ
で
は
な
く
、
オ
モ

ヒ
キ
と
訓
む
こ
と
で
、
先
の
字
余
り
と
表
記
の
ね
じ
れ
現
象
を
ク
リ
ア
で
き
る
の
な

ら
ば
、
そ
の
道
を
選
択
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』（
有
精
堂
、
一
九

八
五
年
）
所
収
「
時
制
表
現
形
式
の
成
立
〈
下
〉

―
キ
と
ケ
リ
を
め
ぐ
っ
て

―
」
の
中
に
、
こ
の
両
歌
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
（
五
〇
五
頁
）。

キ
を
ケ
リ
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
例
と
し
て
、
次

の
歌
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

娘
子
ら
が
袖
布
留
山
の
瑞
垣
の
久
し
き
時
ゆ
憶
オ
モ
ヒ

寸キ

吾ワ
レ

者ハ

（
万
四
・
五
〇

一
・
柿
本
人
麻
呂
）

こ
れ
と
、

娘
子
ら
を
袖
布
留
山
の
瑞
垣
の
久
し
き
時
ゆ
念
オ
モ
ヒ

来ケ
リ

吾ア

等レ

者ハ

（
万
一
一
・

二
四
一
五
・
人
麻
呂
歌
集
）

と
の
関
係
に
は
、
色
々
と
問
題
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
と
し
て
、「
思
ひ
き
」

の
キ
を
単
に
過
去
の
意
と
解
す
る
と
、
今
は
思
っ
て
い
な
い
か
の
如
く
な
っ

て
、
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
久
し
い
以
前
か
ら
思
い
続
け
て
今
に
至
っ

て
い
る
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
キ
は
単
に
過
去
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
あ
る
状
態
が
過
去
か
ら
続
い

て
現
在
に
至
る
、
ケ
リ
と
同
じ
よ
う
な
用
法
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
こ
れ

は
助
動
詞
キ
が
カ
変
動
詞
ク
（
来
）
に
由
来
し
、
ケ
リ
も
「
来き

＋
ア
リ
」
の
約
と
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
助
動
詞
に
相
通
じ
る
用
い
方
が
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き

る
。
ま
た
、
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
助
動
詞
キ
に
〈
来
〉
字
を
用
い
て
、「
長
い
期

間
に
わ
た
っ
て
思
い
続
け
て
き
た
」
と
い
う
意
を
視
覚
的
に
表
す
効
果
も
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

次
の
例
は
、
ケ
リ
の
例
で
あ
る
が
、
新
全
集
の
頭
注
に
は
「
こ
の
ケ
リ
は
、
或
る

事
実
が
過
去
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
用
法
」と
あ
り
、

「
秋
は
（
ず
っ
と
）
散
っ
て
き
た
（
散
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
）」
と
解
さ
れ
る
。

山
背
や
ま
し
ろ

の
久
世
く

せ

の
鷺
坂
さ
ぎ
さ
か

神
代
よ
り
春
は
萌は

り
つ
つ
秋
は
散
り
け
り
〈
秋
者
散
来
〉

（
万
九
・
一
七
〇
七
）

右
の
ケ
リ
の
用
法
と
相
通
じ
る
キ
の
例
に
は
、「
恋
つ
つ
居
り
き
〈
寸
〉
君
待
ち

が
て
り
」（
万
三
・
三
七
〇
）
や
「
人
言
を
繁
み
言
痛
み
逢
は
ざ
り
き
〈
寸
〉」（
万

四
・
五
三
八
）
が
あ
る
。「（
ず
っ
と
）
恋
い
慕
っ
て
お
り
ま
し
た
。
君
を
待
ち
な
が

ら
」「
人
の
噂
が
あ
ま
り
に
う
る
さ
い
の
で
（
ず
っ
と
）
逢
わ
な
か
っ
た
の
で
す
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
う
し
た
キ
に
は
時
間
の
長
短
に
違
い
は
あ
る
が
、
あ
る
期
間
に

わ
た
る
連
続
し
た
時
間
の
流
れ
が
意
識
さ
れ
る
。
な
ら
ば
、
②
を
「
思
ひ
き
わ
れ
は

〈
念
来
吾
等
者
〉」
と
訓
じ
た
場
合
、「
あ
な
た
の
こ
と
を
（
ず
っ
と
）
思
っ
て
き
ま

し
た
。
私
は
」
と
解
釈
で
き
よ
う
。

『
万
葉
集
』
五
〇
一
番
と
二
四
一
五
番
の
比
較

九
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な
お
、
新
全
集
の
②
（
二
四
一
五
番
歌
）
の
頭
注
に
、「
○
思
ひ
け
り
―
一
般
に

キ
は
直
接
体
験
、
ケ
リ
は
間
接
体
験
を
表
す
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
こ
は
思
ヒ
キ
に
同

じ
」
と
い
う
解
説
が
見
ら
れ
る
の
は
、
短
い
説
明
で
は
あ
る
が
、〈
念
来
吾
等
者
〉

を
オ
モ
ヒ
キ
ワ
レ
ハ
と
訓
む
こ
と
の
妥
当
性
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

冒
頭
に
示
し
た
類
歌
①
②
を
、
次
の
よ
う
に
訓
み
、
解
釈
を
試
み
た
い
。

①
娘
子
を
と
め

ら
が
〈
未
通
女
等
之
〉
袖そ
で

布ふ

留る

山や
ま

の
瑞
垣
み
づ
か
き

の
久ひ
さ

し
き
時と
き

ゆ
思お
も

ひ
き
我わ
れ

は

〈
憶
寸
吾
者
〉（
万
四
・
五
〇
一
）

②
娘
子
ら
を
〈
処
女
等
乎
〉
袖
布
留
山
の
瑞
垣
の
久
し
き
時
ゆ
思
ひ
き
我わ
れ

は

〈
念
来
吾
等
者
〉（
万
一
一
・
二
四
一
五
）

歌
詞
の
違
い
は
、
初
句
の
①
助
詞
ガ
と
②
助
詞
ヲ
だ
け
で
あ
る
。
中
西
進
『
万
葉

集
』（
講
談
社
文
庫
）
は
、
こ
の
ヲ
を
詠
嘆
と
み
て
、「
聖
少
女
ら
、
そ
の
袖
を
振
る

布
留
山
の
瑞
瑞
し
い
垣
の
よ
う
に
長
く
久
し
い
間
思
慕
し
て
来
た
こ
と
だ
。
私
は
」

と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
木
下
正
俊
「『
も
の
を
』
覚
書
」（『
万
葉
集
研
究
・
第
三

集
』
一
九
七
四
年
六
月
）
や
近
藤
泰
弘
「
助
詞
『
を
』
の
分
類

―
上
代

―
」

（『
国
語
と
国
文
学
』
五
七
巻
一
〇
号
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
）
が
、
詠
嘆
や
感
動
を

表
す
間
投
助
詞
ヲ
は
文
中
に
現
れ
る
場
合
、
命
令
・
希
求
・
願
望
・
意
志
の
文
に
限

ら
れ
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
②
の
歌
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
の

で
無
理
で
あ
ろ
う
。
ヲ
は
動
作
の
対
象
を
表
す
格
助
詞
と
見
な
し
て
よ
い
。
よ
っ
て
、

①
と
②
の
歌
は
次
の
よ
う
に
現
代
語
訳
さ
れ
る
。

①
乙
女
が
袖
を
振
る
と
い
う
、
そ
の
布
留
山
の
瑞
垣
の
よ
う
に
ず
っ
と
前
か
ら
、

あ
な
た
を
思
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
。

②
乙
女
に
袖
を
振
る
と
い
う
、
そ
の
布
留
山
の
瑞
垣
の
よ
う
に
ず
っ
と
前
か
ら
、

あ
な
た
を
思
っ
て
き
ま
し
た
。
我
々
は
。

①
は
「
柿
本
人
麻
呂
が
歌
三
首
」
の
第
一
首
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
二
首
を
見

れ
ば
、
妹
と
別
れ
て
以
降
、
そ
れ
を
忘
れ
ず
に
ひ
た
す
ら
思
い
続
け
る
と
い
う
、
一

人
の
男
性
が
受
け
身
の
形
で
回
顧
す
る
姿
勢
で
一
貫
し
て
い
る
。
そ
れ
は
①
で
乙
女

ら
が
袖
を
振
る
求
愛
の
仕
草
を
脳
裏
に
焼
き
付
け
て
い
る
こ
と
と
結
び
つ
く
。

夏
の
行
く
小を

鹿し
か

の
角
の
束
の
間
も
妹い
も

が
心
を
忘
れ
て
思
へ
や
（
万
四
・
五
〇

二
）

玉
衣
た
ま
ぎ
ぬ

の
さ
ゐ
さ
ゐ
し
づ
み
家
の
妹
に
物
言
は
ず
来き

に
て
思
ひ
か
ね
つ
も
（
万

四
・
五
〇
三
）

一
方
、
②
は
「
寄
物
陳
思
（
物
に
寄
せ
て
思
い
を
述
べ
た
歌
）」
の
神じ
ん

祇ぎ

に
寄
せ

る
恋
の
四
首
の
最
初
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
三
首
を
合
わ
せ
て
見
る
と
、
乙
女
ら

に
向
か
っ
て
袖
を
振
る
と
い
う
、
積
極
的
な
行
動
か
ら
導
か
れ
た
配
列
と
し
て
、
恋

の
成
就
を
懇
願
す
る
能
動
的
な
男
子
一
般
の
老
い
ら
く
の
恋
と
で
も
言
う
べ
き
思
い

で
も
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。〈
吾
等
〉
表
記
に
つ
い
て
は
新
全
集
が
、「
原
文
が
「
吾

等
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
男
子
一
般
の
宿
命
的
共
通
性
を
述
べ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
」

文
学
部
紀
要
　
第
五
十
六
号

一
〇
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と
頭
注
で
指
摘
す
る
と
お
り
、
男
性
が
共
感
す
る
内
容
と
考
え
、「
我
々
」
の
意
で

解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ち
は
や
ぶ
る
神
の
持
た
せ
る
命
を
ば
誰た

が
た
め
に
か
も
長
く
欲ほ

り
せ
む
（
万

一
一
・
二
四
一
六
）

石
上

い
そ
の
か
み

布
留
の
神
杉
か
む
す
ぎ

神
さ
ぶ
る
恋
を
も
我
は
更
に
す
る
か
も
（
万
一
一
・
二
四

一
七
）

い
か
な
ら
む
名
に
負お

ふ
神
に
手た

向
せ
ば
我
が
思
ふ
妹
を
夢い
め

に
だ
に
見
む
（
万

一
一
・
二
四
一
八
）

相
違
点
は
、
わ
ず
か
に
助
詞
ガ
と
ヲ
の
一
音
節
助
詞
に
過
ぎ
な
い
が
、
以
下
の
歌

群
を
規
定
す
る
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
と
、
看
取
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

木
下
正
俊
『
万
葉
集
全
注
・
巻
第
四
』（
有
斐
閣
）
が
五
〇
一
番
歌
に
お
け
る
【
考
】

で
、
①
五
〇
一
番
歌
が
両
思
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
②
二
四
一
五
番
歌
は
片
思
い

か
も
知
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
。

両
者
を
比
べ
て
気
付
く
も
う
一
つ
の
点
は
、
初
句
が
こ
の
歌
で
は
「
娘
子
ら

が
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
人
麻
呂
歌
集
の
方
は
「
娘
子
ら
を
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
ヲ
と
あ
れ
ば
娘
子
ら
に
向
か
っ
て
袖
を
振
る
意
と
解
す
べ

く
、
そ
の
場
合
そ
の
男
（
作
者
）
が
娘
子
ら
に
好
意
を
抱
い
て
い
る
ほ
ど
に

は
娘
子
ら
は
男
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
字
余
り
の
現
象
と
ワ
レ
・
ア
レ
と
〈
吾
等
〉
表
記
を
絡
め
つ
つ
、
類

歌
①
②
を
比
較
す
る
と
い
う
極
め
て
限
定
的
な
考
察
に
な
っ
た
が
、
従
来
は
こ
う
し

た
双
方
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
万
葉
集
』
五
〇
一
番
と
二
四
一
五
番
の
比
較

一
一
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